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力ンテンダコ

Haliphron atlanticus Steenstrup， 1852 

KPM-NG0020234 

A:全体(オレンジ色のスケーノレは 50

センチメートル);B:基部の吸盤の拡大，

C:眼の拡大.

佐藤武宏撮影

さとうたけひろ

佐藤武宏(学芸員)

水産総合研究所相模湾試験場は、

漁業者の方々と間近に接することが多

いため、 H寺々面白し、生きものを博物館

に紹介してくれることがあります。

その試験場の石黒雄ーさんから電話

があったのは、 2002年 12月 20日のこ

とでした。真鶴の沖約 2キロメートルの

場所で、漁業者の方が水面に浮かん

でいた、 大きくて不思議なタコをすくい

上げ、たまたま近くにいた試験場の船

に渡してくれた、 としうのです。

このタコは全長が lメートノレに達する

大きな個体でした。博物館に持ち帰っ

て観察した結果、体が寒天質であるこ

と、傘11英が腕の先端近くまで発達して

しもこと、吸盤が基部で 1~IJ、端部で

2 ~IJ に並ぶことなどの特徴から、このタ

コをカンテンダコと同定しました。調べ

てみると、カンテンダコの採集記録や、

標本は極めて珍しし、ととがわかりました。

通常、 71<深数百メートルのやや深い場

所に生活してしもカンテンダコが、なぜ海

商を漂っていたのかはわかりません。しか

し、類い稀なる偶然の結果、博物館に

たど、りついた、とし、うことだけは確かです。

保存のためホルマリン水槽に収めました

が、寒天質なためか、しっかり固定されず、

今で、もフ。ノレンプルンとしています。


